
  

  

 

2023年 3月 28日 0800時（グリニッジ標準時）まで公開厳禁 

  

  

ロンドン、2023年 3月 23日、自然関連財務情報開示タスクフォース（TNFD）が、自然

関連リスク管理・開示フレームワークの最終草案（ベータ版 4.0）をリリース 

 

今回のリリースは、ベータ版フレームワークの最終草案（v0.4）であり、TNFD は 2023 年

9 月に最終的な開示フレームワーク提言を公表する予定です。市場参加者は初めて、開示指

標に対するタスクフォースの提案するアプローチを含む、フレームワークの全体像を見るこ

とができます。 

 

TNFD のフレームワークの構築と開発に対するオープンで逐次改善するアプローチは、

2021 年 10 月にその取り組みを開始して以来、TNFD フォーラムのメンバーである 1,000

以上の組織の支持を集め、現在 200 の組織が、世界各国のさまざまなセクターにおいてフ

レームワーク草案の各面のパイロットテストを実施しています。TNFD のウェブサイトで公

開されているフレームワーク草案は、150以上の国・地域の市場参加者から 9万回以上閲覧

されています。 

 

市場参加者およびその他のステークホルダーからのフィードバックは、フレームワーク草案

の次の 3 つの主要要素を広く支持したものです：主な概念と定義、リスクと機会の評価アプ

ローチ（LEAP）案、TCFD のものと整合する開示提言案。タスクフォースは、前回の公表

以降、提案されているリスクと機会の評価プロセスについて微調整を行い、フィードバック

に基づいて開示提言案を 15 から 14 に減らしました。 

 

TNFD フレームワークは、TCFD のアプローチと同じ 4 つの柱によって支えられており、

TCFD による 11 の開示提言すべてが TNFD 最終草案に組み込まれているため、市場参加者

に対して、TCFD の構造、言語、アプローチとの高いレベルの整合性を提供します。これは
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市場参加者に対して、気候・自然に関する統合的な開示を進めることを奨励し、可能にする

と考えられます。 

 

TCFD と同様に、TNFD が開発しているものは、リスク管理と開示のためのグローバルなフ

レームワークであり、基準ではありません。最終草案は、TNFD のナレッジパートナーであ

る国際サステナビリティ基準審議会（ISSB）やグローバル・レポーティング・イニシアチ

ブ（GRI）などの関連基準を利用し、それに情報を提供するように考案されています。 

 

この最終草案で初めて、タスクフォースは開示指標に関するアプローチを概説し、その多く

が既存の基準から引用された先行指標の段階的アプローチを提案しています。これは科学的

根拠に基づきながら、市場参加者が年次報告サイクルの一部として、また限定的な保証（ア

シュアランス）ベースで利用できるよう実用的であることの適切なバランスを追求するもの

です。指標のアプローチはまた、資金提供者である報告書利用者に対して、セクター間およ

びセクター内の比較可能性を提供すると同時に、報告書作成者には、セクターやビジネスモ

デルにおける自然関連問題の違いを認識した上で柔軟性を提供することを目指しています。

最後に、このアプローチはまた、パリ協定の目標に沿った気候変動報告やネットゼロ移行計

画で現在行われているように、最近交渉された「グローバル生物多様性枠組」（GBF）など

のグローバルな政策目標への組織の連携を示すことができるよう考案されています。 

 

提案された開示指標は次の 3 つに分けられます。 

 

1. グローバル中核開示指標 - セクターを問わず広く組織に関連し、生物多様性枠組み

を含むグローバルな政策の優先事項に反映されている 

2. セクター中核開示指標 - 資金提供者がセクター内の事業について比較可能な評価を

行うことを可能にする 

3. 追加開示指標 - 報告書作成者が、自社のビジネスモデルや自然関連問題に特に関連

すると思われる指標を含めることを可能にする 

 

タスクフォースは、「スコープ」（気候変動報告におけるスコープ 1、2、3）の概念を、

「直接」事業、「上流」、「下流」、「投融資先の」という自然の文脈に適合させています。

タスクフォースはまた、TCFD のアプローチに合わせ、自然関連問題のシナリオの使用に対

するアプローチ案に関するガイダンス案も発表しています。 



 

TNFD は、本日発表された更新と新しい構成要素のパッケージの一部として、影響を受ける

ステークホルダーとのエンゲージメントに関するガイダンス案、また 4 つのセクター（農

業・食品、鉱業・金属、エネルギー、金融機関）と、熱帯林を含む 4 つのバイオーム（生物

群系）に関するガイダンス案も発表しました。 

 

各セクターの関連する開示指標を含むセクターおよびバイオームのガイダンスは、TNFD の

オンラインプラットフォームを通して利用できます。追加のセクターおよびバイオームのガ

イダンスは、今後数か月間に、順次発表される予定です。 

 

2023 年 3 月 30 日から 6 月 1 日の 60 日間の最終協議プロセスを経て、最終的なフィード

バックとパイロットテストに基づく TNFD の最終提言（v1.0）は、2023 年 9 月に公表され

る予定です。 

 

タスクフォースの共同議長であるデビッド・クレイグ氏は、次のように述べています。「こ

の TNFD フレームワークの最終草案（ベータ版 4.0）は、市場参加者に対して初めて、セク

ターおよびバイオーム別の追加ガイダンスの例や提案される開示指標のセットを含む、

TNFD フレームワーク案の主要な面の全体像を提供します。これは、科学的根拠に基づいた

アプローチでありながら、市場参加者にとって複雑な自然科学を利用しやすく、関連性のあ

るものにするための多くの作業の集大成となりました。この設計・開発段階を通して、パイ

ロットテスターを含む市場からの積極的な参加があったことを嬉しく思います。これは、9

月に最終提言が発表される際に、市場の強い支持を得るのに役立つでしょう。」 

 

TNFD の共同議長であり、UNEP 副局長のエリザベス・ムレマ氏は、次のようにコメントし

ています。  

「モントリオールでの生物多様性条約締約国会議（COP15）では、1,000 人以上の民間企業

が参加し、世界のビジネスと金融から非常に強い支持を得ました。そのおかげで、現在190

の政府が支持し、自然関連の影響、依存、リスクをカバーする生物多様性枠組み（GBF）に

おいて、企業報告ターゲットであるターゲット 15 が強固なものとなりました。新しい

TNFD フレームワークがターゲット 15 やその他の GBF ターゲットの達成にどのように役立

つかに関する、最近開催された TNFD のウェビナーに、2,000 人を超える参加者があった

ことは喜ばしいことです。市場参加者ができるだけ早く自然関連問題の特定、評価、開示を



開始できるよう、9 月の提言の発表に向けて、さらなる市場のフィードバックと参加を期待

しています。また、自然関連報告が長期的に標準的なビジネス慣行となるよう、タスクフォ

ースの提言を成文化するためには、基準開発パートナーや規制当局との継続的な協力が不可

欠となります。」 

 

併せて、コンサルテーショングループが新たに二つ加わったことをお知らせします。

WBCSD が 2023 年 2 月に ASEAN コンサルテーショングループを、ファイナンスデンマー

ク（FIDA）と国連グローバルコンパクトネットワークデンマークが共同でノルディックコ

ンサルテーショングループを 2023 年 4 月に設立しています。 

 

 

— 以上 — 

編集者様へ  

TNFD フレームワークのポータルはこちらからアクセスできます。  

TNFD フレームワーク v0.4 の PDF 版はこちらからダウンロードできます。 

   

自然関連財務情報開示タスクフォース（TNFD）について  

    

自然関連財務情報開示タスクフォース（TNFD）は、常に変化する自然関連リスクを組織が

報告し、行動を起こせるようにするための、統合リスク管理と情報開示に関するフレームワ

ークを開発し、提供することを目的として設立されました。世界の金融の流れを自然にとっ

てマイナスの結果から自然にとってプラスの結果へとシフトさせるようサポートすることを

究極の目的と考えています。  

    

タスクフォースは、総資産 20 兆米ドルを超える大手金融機関、企業、市場サービスプロバ

イダーから選ばれた 40 人の上級幹部で構成されています。タスクフォースメンバーは、

TNFD 共同議長とともに TNFD フレームワークを策定しています。業界をリードする科学機

関、データ機関で構成される 18 のコアナレッジパートナーが、タスクフォースの取り組み

に参加しています。1,000 近くの組織が、TNFD フォーラムのメンバーとして、タスクフォ

ースの活動をサポートしています。 
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TNFD は 2023 年 9 月にそのフレームワークを提供することで、常に変化する自然関連リス

クについて組織が報告し、行動できるようにすることを目指します。金融機関や企業は、よ

り優れた情報を得ることで、自然関連リスクと機会を意思決定のプロセスに組み込むことが

できるようになります。   

    

TNFD イニシアチブは、2020 年 9 月に Global Canopy、UNDP、UNEP FI、WWF という

4 機関により設立されました。これは 9 か月間の準備段階を経て、2021 年 10 月に取り組

みを開始しました。TNFD は、オーストラリア政府、フランス政府、ドイツ政府、オランダ

政府、ノルウェー政府、スイス政府、英国政府、チルドレンズ・インベストメント・ファン

ド財団（CIFF）、地球環境ファシリティ（GEF）、マクドック財団、国連開発計画（UNDP）

の資金提供を受けています。 

  

ウェブサイト：https://tnfd.global/    

SNS リンク：Twitter および LinkedIn。 

   

詳細については以下宛てにご連絡ください。 

Renu Sabherwal 

コミュニケーション担当リーダー 

自然関連財務情報開示タスクフォース（TNFD） 

Renu.Sabherwal@tnfd.global 

+44 (0)793 2232538 
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